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	商品設計シート 
	＊商品コンセプト 
	＊ターゲットの属性 
	〇今どのフェーズにいるか？ 
	〇年齢層・性別 
	〇性格・価値観（自分と近い人がいい） 
	〇職業・年収 

	＊ターゲットの問題(あなたが商品によって解決できるもの) 
	＊ベネフィット（商品によって得られる未来） 
	＊商品構成（カリキュラムの目次） 
	＊商品の独自性（商品が選ばれる理由、差別化の軸） 
	＜機能面＞ 
	＜情緒面＞ 

	＊商品価格（できれば松竹梅で3つ） 
	＊提供方法 
	＊保証サービス 

	商品カリキュラム候補 
	提案書の流れ 
	商品が売れる説明は​Why(なぜこの商品を作ったのか？)​How(どのように導いてくれる？)​What(具体的に何するの？) 
	◇表紙 
	◇自分パート（Why）​→動機、背景、信用性の獲得 
	◇商品のこと（How→What）​→ベネフィット、メリット、独自性 
	◇セールスパート​→ハードルを下げる 

